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ウエスト周囲径の減少が糖代謝パラメータの改善に
つながらない女性症例の特徴の検討

　―健診の経年受診者における検討―
Characteristics of women in whom

changes in the waist circumference may not lead to
those in the insulin resistance

* 坂本愛子1）・石坂裕子2）・山門實2）・齋藤幹1）・永井良三1）・石坂信和3）

目的：人間ドックを経年受診した女性症例を対象に、ウエスト周囲径の減少が、糖代謝パラ
メータの改善につながるケース、つながらないケースの間に、どのような違いが存在するか
検討した。
方法：人間ドックを経年受診した症例のうち、糖尿病薬を投与されていなかった 1199 名の
女性症例を対象とした。
結果：ウエスト周囲径が極端に減少した女性症例群では、空腹時血糖および HOMA-IR の経
年変化率 (%dFG、%dHOMA-IR) の平均値は順に 5.0%、35.9% であった。続いて 1 年間で
ウエスト周囲径が減少した 550 名の女性症例について検討したところ、HOMA-IR が改善し
た群は、HOMA-IR が改善しなかった群と比較し、BMI や体脂肪率も有意に減少しており、
さらに中性脂肪値も有意に改善していた。
結語：ウエスト周囲径のみならず、他の肥満パラメータや脂質代謝パラメータを指標とした、
総合的なフォローアップが重要と考えた。
Aim: Changes in obesity indices, such as waist circumference (WC) and body mass index 
(BMI), may influence glucose metabolism-related parameters. On the other hand, we 
reported that impact of per-year base percent changes in WC (%dWC) on insulin resistance 
was relatively smaller in women than in men. The characteristics of women in whom 
changes in WC may not lead to those in the insulin resistance were analyzed.
Methods: The data of 1199 women who underwent general health screening two year 
running and were not taking anti-diabetic medication were analyzed.
Results: In women who showed percentage of WC reduction which was greater than 2
δ (<-15.2%), the mean levels of percent changes in fasting glucose (%dFG) and in HOMA-
IR (%dHOMA-IR) were 5.0% and 35.9%, respectively. Among 550 women who experienced 
WC reduction, percent changes in BMI (%dBMI) and those in body fat percentage 
(%dBody-fat) were significantly lower in subjects with decreased HOMA-IR than in those 
without. Percent changes in serum levels of triglycerides (%dTG) were significantly lower 
in cases of %dHOMA-IR <0% than in cases of %dHOMA-IR ≥0%. In multivariate logistic 
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背景

肥満は体脂肪が増加した状態と定義されるが、
高血圧、糖尿病、および、心血管病など生活習慣
病と合併したり、将来合併する可能性が高くなる
ことはよく知られている。

われわれは、これまでの研究において、健診を
経年受診した症例を対象として、ウエスト周囲径
や BMI の変化が、どのように糖代謝パラメータの
変化に反映されているかについて検討した。その
結果、男性では、ウエスト周囲径や BMI の増減は、
空腹時血糖や HOMA-IR の増減に反映されたが、
女性では、ウエスト周囲径の減少が、糖代謝パラ
メータの望ましくない方向の変化に反映される症
例が存在することが明らかになった1)。

これをふまえて、今回われわれは、人間ドック
を 2 年連続で受診した女性症例で、ウエスト周囲
径の減少、あるいは増加が、糖代謝パラメータの
改善、あるいは増悪につながるケース、つながら
ないケースの間にどのような違いが存在するかど
うか、検討を行った。

研究方法

2005 年から 2006 年の間に、三井記念病院総合

健診センターで人間ドックを経年受診した 3325
名 ( 男性 2113 名、女性 1212 名 ) 中、1 回目および
2 回目の受診時のいずれも糖尿病薬を投与されて
いなかった 3213 名のうち、1199 名の女性症例を
対象とした。1 年間でウエスト周囲径が減少した
症例、および不変あるいは増加した症例は、順に
550 名、649 名であった。1 回目の受診から 2 回目
の受診までの平均受診間隔は、359 ± 48 日であっ
た。

ウエスト周囲径は、立位にて臍レベルで測定し
た2)。ウエスト周囲径および BMI の経年変化率は、
本文中においては、それぞれ、%dWC、%dBMI
と表記し、以下の計算式で求める。

｛ (2 年目の受診時の値 )-(1 年目の受診時の値 ) ｝/(1
年目の受診時の値 )x100 (%)

また、その他の各種パラメータ (x) の経年変化率
についても、上記の計算式で求め、ウエスト周囲
径や BMI と経年変化率と同様の表記 (%dx) を用い
ることとする。

本研究は、三井記念病院、東京大学大学院医学
系研究科、および大阪医科大学の倫理審査を通過
している。

regression analysis using age, BMI, Body-fat, WC/BMI, WC/Body-fat, LDL-cholesterol 
(LDL-C), HDL-cholesterol (HDL-C), TG, %dBMI, %dBody-fat, %dWC/BMI, %dWC/Body-
fat, %dLDL-C, %dHDL-C, and %dTG as independent variables, %dTG was significantly 
associated with both %dFG ≥0% and %dHOMA-IR ≥0%.
Conclusion: During the one-year period, reduction of BMI, body fat percentage, and 
TG levels was found to have a significant association with the improvement of insulin 
resistance in women who experienced WC reduction.
Key words: Waist circumference, Body mass index, Glucose metabolism, Insulin resistance, 
Health screening
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結果

1 年間でウエスト周囲径が著明に増加、減
少した女性症例の検討

1199 名の女性症例のうち、%dWC が平均 -2SD
よりも減少した群 (%dWC<-15.2%)、平均 +2SD よ
りも増加した群 (%dWC≥17.2%)、その間の群 (-15.2%
≤%dWC<17.2%) の 3 群間における、空腹時血糖と
HOMA-IR の経年変化率 ( 順に %dFG、%dHOMA- 
IR) を図 1 に示す。ウエスト周囲径が極端に減少し
た症例、すなわち測定上の誤差とは考えにくいほ
どにウエスト周囲径が減少した群でも、%dFG や
%dHOMA-IR は減少するどころか、むしろ増加し
ていた。

1年間でウエスト周囲径が減少した女性症例での検討

患者背景

1 年間でウエスト周囲径が減少した 550 名の、
初回受診時における患者背景を表 1 に示す。1 年
間で HOMA-IR が減少した群と増加した群の間で、
初回受診時の各肥満パラメータ ( ウエスト周囲径、
BMI、体脂肪率、ウエスト周囲径 /BMI、ウエス
ト周囲径 / 体脂肪率 ) の値は、いずれも有意差を
認めなかった。また、1 年間で HOMA-IR が減少
した群は、増加した群と比較して、初回受診時の

中性脂肪値が有意に高かった。

糖代謝パラメータ増加・減少群における肥
満・脂質代謝パラメータの経年変化率

続いて 1 年間でウエスト周囲径が減少した 550 名
を、空腹時血糖および HOMA-IR が改善、あるい
は増悪した群にサブグループ化した。各群の肥
満・脂質代謝パラメータの経年変化率を図 2 に
示す。HOMA-IR 改善群は、増悪群と比較して、
BMI、体脂肪率、中性脂肪値が 1 年間で有意に減
少していた。ウエスト周囲径 /BMI およびウエス
ト周囲径 / 体脂肪率の経年変化率は、HOMA-IR
増悪群のほうがより大きかった。空腹時血糖につ
いては、改善群と増悪群の間で、肥満パラメータ
の経年変化率は有意差を認めなかったが、中性脂
肪値は、改善群のほうが増悪群よりも、有意に改
善していた。
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多変量ロジスティック回帰分析

最後に、%dFG≥0、または %dHOMA-IR≥0 を従
属変数とした多変量ロジスティック回帰分析結果
を図 3 に示す。中性脂肪の経年変化率は、%dFG
≥0 および %dHOMA-IR≥0 のいずれを従属変数と
した場合も、有意な正の予測因子であった。

考察

本研究の結果、ウエスト周囲径が極端に減少
した女性症例のみを抽出した群でも、%dFG や
%dHOMA-IR は減少せずに増加していた。1 年間
でウエスト周囲径が減少し、かつ HOMA-IR が改
善した群は、HOMA-IR が改善しなかった群と比
較し、BMI や体脂肪率も有意に減少しており、さ
らに中性脂肪値も有意に改善していた。

われわれの研究室では、これまでにも、肥満パ
ラメータの経年変化率と、メタボリックシンドロー
ム関連の各種パラメータの経年変化率について、
人間ドック経年受診症例を対象に、同様の検討を
行ってきた。アウトカムが脂質代謝パラメータや
尿酸値の場合でも、ことに女性症例では、ウエス

ト周囲径の増減よりも体重の増減のほうが、メタ
ボリックシンドローム関連の各種パラメータに対
して、より密接な関連を認めた3-4)。

一般に、内臓脂肪と膵β細胞の機能は関連があ
り、内臓脂肪には、BMI よりもウエスト周囲径の
ほうが、より密接な関連があるとされている5-6)。
しかしながら、今回のような検討結果が得られた
原因としては、日本女性は欧米女性より痩せ型の
ため、皮下脂肪がウエスト周囲径に比較的大きな
影響を与えやすく7)、さらにウエスト周囲径とイン
スリン抵抗性の関連は、高齢になるにつれて弱く
なる、といったことが一因と推察される8)。また、
本研究では中性脂肪値の経年変化率とインスリン
抵抗性の改善の関連を認めたが、中性脂肪値がイ
ンスリン抵抗性と関連があることは以前から指摘
されており、Glueck CJ. らの報告によると、1385
名を対象とした検討において、年齢、人種、性別、
BMI を共変量に投入した場合でも、HOMA-IR と
中性脂肪値の間に関連を認めた9)。

本研究の限界は、以下のような点がある。(1) 人
間ドックを経年受診した症例を対象としており、
これにより比較的健康に対する意識の強い症例が
抽出されていることが予想される。(2) 対象症例が、
減量プログラムなどにエントリーしているか、と
いった情報がない。(3) 後ろ向き観察研究という研
究の特性上、経年変化を扱っているため擬似的な
縦断検討的要素を含むとはいえ、肥満パラメータ
の経年変化と、糖代謝パラメータの経年変化のど
ちらが原因、あるいは結果であるのかの結論付け
が困難である。今後これらの点を考慮に入れた検
討を行っていく予定である。

本研究では、1 年間でウエスト周囲径が減少し、
かつ HOMA-IR が改善した女性症例は、HOMA-
IR が改善しなかった女性症例と比較し、BMI や体
脂肪率が有意に減少しており、中性脂肪値も有意
に改善していた。ウエスト周囲径のみならず、他
の肥満パラメータや脂質代謝パラメータを指標と
した、総合的なフォローアップが重要と考えた。
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